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現況地盤高

長浜市西浅井町月出

長浜市　北部振興局　建設課

月出急傾斜地崩壊対策工事

計画平面図(S=1:200)

KBM:100.000
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排水(VUΦ75)
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計画河床高

落石防護柵補強鉄筋詳細図

図示
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令和４年度　北建第20号

158°

瀝青質目地材(t=10㎜)

瀝青質目地材(t=10㎜)

擁壁天端高

当　初　　第　　回変更

170°

50
0

排水(VUΦ75)

排水(VUΦ75)

瀝青質目地材(t=10㎜)

末端支柱
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貫通支柱
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末端支柱：2本

中間支柱：7本

N
o
.
0

+
2
5
.
0

+
5
.
5

+
1
0
.
0

+
1
2
.
8

+
1
7
.
3

+
2
3
.
2

0
.
0

5
.
5

4
.
5

2
.
8

4
.
5

5
.
9

1
.
8

No.0

+5.5

+10.0

+12.8

+17.3

+23.2

+25.0

防護柵延長：L=24.2m

図面番号

図面名

地名

工事名

年度・番号

認可・実施

縮尺

平　面　図

1  D133  D13
2  D13

A

A

H型鋼支柱

1
0
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3
0
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1
0
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5
0
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1   6 - D13 - 600 3   6 - D13 - 552

記号

3

1

2

鉄

計

D

摘　要形　状質　量単位重量長　さ 本数 1本当り重量径

D13 6

600D13

D13

(mm)

0.9956 0.597

4

(kg/m) (kg/本)

3.3
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H型鋼支柱

中間支柱 H-200×100×5.5×8

S=1:20

落石防護柵補強鉄筋詳細図

9.9㎏×10箇所＝99㎏
＝0.1ｔ

貫通支柱 H-175×175×7.5×11

擁壁Ⅰ型

床堀底面高

平面計画図・擁壁規格・縦断図

擁壁Ⅰ型
(No.0～+17.3)

(18-8-40BB)
遮水ｺﾝｸﾘｰﾄ
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＜注記＞　結束については「施工要領」による。

設計条件・・・落石対策便覧（平成２９年１２月）に基づく。
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図面番号

図面名

地名

工事名

年度・番号

認可・実施

横断図

縮尺 1:50

長浜市　北部振興局　建設課

月出急傾斜地崩壊対策工事

長浜市西浅井町月出

令和４年度　北建第20号

当　初　　第　　回変更

工　種 種　別 細　別 単位規　格

土工 片切掘削

人力切崩し

ｍ２

ｍ２

床堀

掘削工

ｍ２

切土整形

切土整形

機械による

人力による

植生ﾏｯﾄ工植生工

ｍ

ｍ

ｍ張工

法面整形工法面工

埋戻し ｍ２

数量

0.1

1.0

0.8

0.3

5.3

3.0

9.3施工規模加算あり

軟岩Ⅰ

軟岩Ⅰ

土砂

軟岩

軟岩Ⅰ

土砂

+12.8

工　種 種　別 細　別 単位規　格

土工 片切掘削

人力切崩し

ｍ２

ｍ２

床堀

掘削工

ｍ２

切土整形

切土整形

機械による

人力による

植生ﾏｯﾄ工植生工

ｍ

ｍ

ｍ張工

法面整形工法面工

埋戻し ｍ２

数量

0.9

5.6

4.5

11.1施工規模加算あり

軟岩Ⅰ

軟岩Ⅰ

土砂

軟岩

軟岩Ⅰ

土砂

(ﾗｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ+1m含)

(ﾗｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ+1m含)

DL:99.000

3,200

ﾗｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ(+1.0m)

▽100.425

No.0

ﾗｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ(+1.0m)

DL:99.000

▽100.455

+5.5

工　種 種　別 細　別 単位規　格

土工 片切掘削

人力切崩し

ｍ２

ｍ２

床堀

掘削工

ｍ２

切土整形

切土整形

機械による

人力による

植生ﾏｯﾄ工植生工

ｍ

ｍ

ｍ張工

法面整形工法面工

埋戻し ｍ２

数量

0.2

5.3

3.3

9.6施工規模加算あり

軟岩Ⅰ

軟岩Ⅰ

土砂

軟岩

軟岩Ⅰ

土砂

工　種 種　別 細　別 単位規　格

土工 片切掘削

人力切崩し

ｍ２

ｍ２

床堀

掘削工

ｍ２

切土整形

切土整形

機械による

人力による

植生ﾏｯﾄ工植生工

ｍ

ｍ

ｍ張工

法面整形工法面工

埋戻し ｍ２

数量

0.8

5.0

5.6

11.6施工規模加算あり

軟岩Ⅰ

軟岩Ⅰ

土砂

軟岩

軟岩Ⅰ

土砂

(ﾗｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ+1m含)

(ﾗｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ+1m含)

ﾗｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ(+1.0m)

+10.0

▽100.515

DL:99.000

1,340

▽100.568

▽99.925

DL:99.000

ﾗｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ(+1.0m)

1：
0.6

0.4

0.8

大型土嚢

0.3

0.3

基

基 基

基

500
500

500

大型土嚢

大型土嚢

2/4
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5
00
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2
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1
,
6
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床堀
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重力式擁壁
(擁壁Ⅰ型)

落石防護柵
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図面番号

図面名

地名

工事名

年度・番号

認可・実施

横断図

縮尺 1:50

長浜市西浅井町月出

長浜市　北部振興局　建設課

月出急傾斜地崩壊対策工事

令和４年度　北建第20号

当　初　　第　　回変更

工　種 種　別 細　別 単位規　格

土工 片切掘削

人力切崩し

ｍ２

ｍ２

床堀

掘削工

ｍ２

切土整形

切土整形

機械による

人力による

植生ﾏｯﾄ工植生工

ｍ

ｍ

ｍ施工規模加算あり張工

法面整形工法面工

埋戻し ｍ２

数量

8.3

2.8

土砂

12.1

軟岩

軟岩Ⅰ

軟岩Ⅰ

軟岩Ⅰ

土砂

軟岩Ⅰ

張工

軟岩Ⅰ

法面工 法面整形工

施工規模加算あり ｍ

ｍ

ｍ

植生工 植生ﾏｯﾄ工

人力による

機械による

切土整形

切土整形

土砂

軟岩

土砂

軟岩Ⅰ

数量

ｍ２埋戻し

ｍ２

掘削工

床堀

ｍ２

ｍ２

人力切崩し

片切掘削土工

規　格 単位細　別種　別工　種

(ﾗｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ+1m含)

(ﾗｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ+1m含)

ﾗｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ(+1.0m)

DL:99.000

掘削
床堀

+17.3´

DL:99.000

ﾗｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ(+1.0m)

▽100.711

+17.3

DL:99.000

1,600

掘削
床堀
掘削
床堀

ﾗｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ(+1.0m)

機械切り土

▽101.142

+23.2

▽101.207

DL:99.000

機械切り土

ﾗｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ(+1.0m)

2,250

+25.0

ﾗｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ(+1.0m)

工　種 種　別 細　別 単位規　格

土工 片切掘削

人力切崩し

ｍ２

ｍ２

床堀

掘削工

ｍ２

切土整形

切土整形

機械による

人力による

植生ﾏｯﾄ工植生工

ｍ

ｍ

ｍ張工

法面整形工法面工

埋戻し ｍ２

数量

0.4

6.7
施工規模加算あり

軟岩Ⅰ

軟岩Ⅰ

土砂

軟岩

軟岩Ⅰ

土砂

工　種 種　別 細　別 規　格

土工 片切掘削

人力切崩し

床堀

掘削工

切土整形

切土整形

機械による

人力による

植生ﾏｯﾄ工植生工 張工

法面整形工法面工

埋戻し

施工規模加算あり

軟岩Ⅰ

軟岩Ⅰ

土砂

軟岩

軟岩Ⅰ

土砂

数量単位

ｍ２
ｍ２

ｍ２

ｍ２

ｍ

ｍ 6.7

ｍ (ﾗｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ+1m含)

(ﾗｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ+1m含)

床堀
掘削
床堀
掘削

▽99.925

基

基基

基

1.3

0.3

0.3

2.7

2.9

500

500

大型土嚢

3/4

▽100.711

950

人力切り土

人力切り土

境界

▽100.122

▽101.622

▽100.122

▽101.622 境界

1：
0.6

▽101.622

▽100.122

▽101.622

▽100.807

掘削
床堀

0.9

0.2

6.0

13.7

1.6

0.3

2.9

0.3

1.7

0.3

9.1

1.9

12.0

1,480

6.0

13.7

500500

950 500

5
8
98
03

1：
0.6

1：
0.6

1：
0.6

重力式擁壁
(擁壁Ⅱ型)

遮水ｺﾝｸﾘｰﾄ

500
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張りｺﾝｸﾘｰﾄ：1.1m2

詳細図Ａ

図面番号

図面名

地名

工事名

年度・番号

認可・実施

縮尺

長浜市　北部振興局　建設課

月出急傾斜地崩壊対策工事

長浜市西浅井町月出

図示

4/4

令和４年度　北建第20号

当　初　　第　　回変更

本

500

1000

6
0
0

15㎝(ﾌﾟﾗﾜｯｼｬ付)

φ9×200mm

半開型、１ｍ×５ｍ

本

㎡ 110

277

260

ロス率1.1

規　　　格 単位 数　量 備　考

100㎡当たり数量表

名　　　称

アンカーピン

止釘

(ｲｰｽﾀｰﾏｯﾄ　L-2型)同等品以上

詳細図Ａ （ 飛来種子捕捉用袋体ネット と平場構造の模式図）

水解性不織布

不織布シート

生育基盤が地山に密着

平場が形成

施工断面図

特
殊
目
合

密

粗
(開

口
部
)

飛来種子捕捉用袋体ネット

（半開型）

降雨後

(施工上の注意点）

マット接続部(上下方向)は，法肩部の打設方法を参考に適宜固定具の増し打ちを行って下さい。

※上図はアンカーピン等の打設本数を算出するための模式図です。

法面の凹凸や地質の状況に応じて，打設ピッチは変わることがあります。

飛来種子捕捉用袋体ネット

（半開型）

生育基盤材

アンカーピン

不織布シート

止め釘

植生ﾏｯﾄ(自然侵入促進型)
イースターマットL-2型　同等品以上

植生ﾏｯﾄ(自然侵入促進型)　張工　標準図

落石防護柵構造図・植生ﾏｯﾄ打設図

中間支柱 H200×100×5.5×8

M12 Uボルト

M10 Uボルト

端末支柱 H175×175×7.5×11

内張支柱 2-　125×65×6

ワイヤチャック

5-コ型ボルトロ－プ間隔保持材

M12 Uボルト

Ａ

20
0
0

8
50

1
00

30
0

30
0

3
00

3
00

3
00

3
00

1
00

2
00
0

8
50

30003000

FB 4.5×65
φ25×500引付棒

4-BN M30(W付)

3×7G/O φ18ロ－プ

金  網

45°

5
00

588 1362

(φ34パイプ付)

BN M24

14
5
0

山側

φ4線の端末は折返し自己首巻2回以上

6×7-φ6ワイヤロ－プの端末は
折返しワイヤクリップ2ケ止め

 ナックル菱形金網の場合

 完全式菱形金網の場合

6×7-φ6ロ－プ

Ａ部詳細図

φ4線

S=1:5

丸棒

金網

S=1:3

端末支柱

引付棒

コ型ボルト

ロ－プ間隔保持材

道 路 側

3×7G/O φ18ロ－プ

貫通支柱

10
0

30
0

30
0

30
0

30
0

30
0

3
00

10
0

2
00

0

30003000

30003000

3000

3000

コ－ナ－角度 θ

θ
2

θ
2

85
0

貫通支柱規格

H175×175×7.5×11 850

埋込み長さ Ｌ 最小コ－ナ－角度 θ

156°

本図は落石対策便覧（平成２９年１２月）に基づき算出しております。
結束については「施工要領」による。２．

１．
備考

山 側

落石防護柵構造図(S=1：30) 落石防護柵構造図(ｺｰﾅｰ処理図)S=1:30

擁壁用スト－ンガ－ド ＳＧ－Ｋ２０００－７　同等品以上

現場打ち水路構造図(S=1：10)

150 300 150

5
20

1
5
0

40
0

12
0

現場打ち水路A 現場打ち水路B

基礎砕石(RC-40) 基礎砕石(RC-40)

150

40
0

12
0

1
5
0

5
20

境界

300

4
0
0
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